鳥取市建築工事標準書式

様式－20(1)V1.00

	（発注者発議用）

	工事に関する【　 MACROBUTTON dsline 指示　・　 MACROBUTTON dsline 協議　】書

	工 事 名
	●●建築工事

	工事場所
	鳥取市●●地内

	請 負 者
	株式会社●●

	工　　期
	平成●月●月●日～平成●年●月●日　

	請負金額
	金　１０，５００，０００　円（税込）

	【 MACROBUTTON dsline 指示・ MACROBUTTON dsline 協議】

事　　項
	スプリンクラー管路の配管経路を一部変更し、あわせてヘッド数を１０箇所増とする。（別紙図面参照
）


	【 MACROBUTTON dsline 指示・ MACROBUTTON dsline 協議】

理　　由
	契約締結後に建物の一部増築して居室とすることとしたため、新たにスプリンクラーの設置が必要となったため
。

	概算増減額
	【  MACROBUTTON dsline 増加 ・  MACROBUTTON dsline 減少 ・  MACROBUTTON dsline 無 】　約　３０　万円（直接工事費）


	上記のとおり【　 MACROBUTTON dsline 指示　・　 MACROBUTTON dsline 協議　】してよろしいか伺います。

平成●年●月●日

	代表取締役
	総務部長
	事務担当
	
	一般監督員

	
	
	
	
	


	上記のとおり【　 MACROBUTTON dsline 指示　・　 MACROBUTTON dsline 協議　】します。

平成●年●月●日
	一般監督員

	
	


	【  MACROBUTTON dsLine 上記のとおり承諾・ MACROBUTTON dsLine 別添えのとおり再協議】

します。

平成　　　年　　　月　　　日
	現場代理人
	主任技術者

	
	
	


注）１．決裁後（正本とする）、受注者用としてその写し（副本とする）をとる。

２．監督員及び受注者は、受取時に正・副本に押印等を行う。

３．【　】内の不要な項目は　　　　で削除する。

４　契約書第18条（条件変更等）の協議に使用する。

記入例








�何をどうしてほしいのか、具体的に数量も交えながら指示を明記。


�上記の指示をすることとなった理由を具体的に明記。


�工事代金の増減を±０円とする場合には、増額する分に見合った設計変更による減額が必要となる。それもあわせて「指示事項」又は別紙で示すこと。


�設計監理を設計事務所に委託している場合は、設計事務所の「監督員」が押印して起案する。


�上記の起案で決裁になったら、「監督員」が押印して工事業者に指示書を渡す。





